
年間指導計画案 3 年

単元１　運動とエネルギー（34〜35時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

１
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
（
12
）

１
章　
力
の
は
た
ら
き
（
５
）

1　力のつり合い
� （5）ア（ア）

［1］ ・2つの力がつり合うときのよ
うすを調べ，2つの力がつり
合うための条件を理解させ
る。
・机の上に物体を置いたとき
や，床の上の物体に力を加え
ても動かないときの力のつり
合いから，垂直抗力や摩擦力
がはたらいていることを理解
させる。

【やってみよう】　つり合っ
ている2つの力の大きさと
向きを調べてみよう

2　力の合成
� （5）ア（ア）
　A　�一直線上にはた

らく2つの力の
合成

［2］ ・力の合成と合力の定義を知ら
せ，一直線上ではたらく2つ
の力の合力の大きさは2つの
力の大きさの和や差になるこ
と，合力の向きを理解させる。

　B　�一直線上にない
2つの力の合成

・一直線上にない2つの力の合
力を調べる実験を行い，結果
を力の矢印で作図する方法を
身につけさせる。
・実験から，ちがう向きにはた
らく2つの力の合力は，それ
らの2つの力の矢印を2辺と
する平行四辺形の対角線で表
されることを見いださせる。
・任意の2つの力の合力を作図
で求める方法を身につけさせ
る。
・物体に力がはたらいて静止し
ているとき，物体にはたらく
力はつり合っており，合力は
0になることを理解させる。

【実験1】　一直線上にない
2つの力の合力を調べる
【基本操作】　合力のかき方

3　力の分解
� （5）ア（ア）

［2］ ・力の分解と分力の定義を知ら
せ，分力はその力の矢印を対
角線とする平行四辺形の2辺
で表されることを理解させる。
・作図によって，1つの力を指
定された2つの方向に分解
し，分力を求める方法を身に
つけさせる。
・斜面上にある物体の重力を，
斜面方向と斜面に垂直な方向
に作図で分解させ，斜面の角
度が変わると分力の大きさが
変わることを理解させる。

【基本操作】　分力のかき方
【演示（図14）】　斜面にそ
う分力を調べる実験

※2018年度からの変更はありません。
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

４
月
（
12
）

２
章　
物
体
の
運
動
（
11
）

1　運動の速さと向き
� （5）ア（イ）
　A　�身のまわりの運

動

［4］ ・身のまわりの運動の観察か
ら，運動には速さと向きがあ
ることを見いださせる。
・速さが変わる運動，変わらな
い運動，向きが変わる運動，
変わらない運動を，例をあげ
て指摘させる。

【やってみよう】　物体のい
ろいろな運動を探してみよ
う

　B　速さと向き ・速さは一定時間あたりに移動
した距離で表すこと，計算方
法や単位について理解させ
る。

　C　�運動の記録と速
さ

・記録タイマーで速さを調べる
実験を行い，記録テープを処
理する方法を理解させる。
・記録テープを処理した結果か
ら，物体の運動の速さについ
て説明できるよう，理解させ
る。
・速さには平均の速さと瞬間の
速さがあることを理解させ
る。

【実験2】　記録タイマーで
物体の運動の速さを調べる
【基本操作】　記録タイマー
による運動の記録のしかた
【やってみよう】　速さ測定
器を使って物体の運動の速
さをはかってみよう

５
月
（
12
）

2　�力がはたらき続け
る運動

� （5）ア（ウ）
　A　斜面を下る運動

［4］ ・斜面を下る台車の運動を，記
録タイマーを用いて調べ，記
録テープを処理する方法を理
解させる。
・斜面の角度を変えて実験を行
い，時間と速さの変化の関
係，斜面の角度と速さの変化
のしかたの関係を見いださせ
る。

【実験3】　斜面を下る台車
の運動を調べる

　B　自由落下運動 ・斜面の角度が90°のときが自
由落下運動になることを理解
させるとともに，自由落下運
動では速さの変化の割合が最
大になること，物体の質量に
よらないことを理解させる。

【やってみよう】　自由落下
運動のようすを調べてみよ
う

　C　力の向きと運動 ・運動している物体にはたらく
力の向きによって，速さが変
わったり，運動の向きが変わ
ったりすることを理解させ
る。

【やってみよう】　身のまわ
りの運動と力のはたらきを
調べてみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

５
月
（
12
）

２
章　
物
体
の
運
動
（
11
）

3　�力がはたらいてい
ない運動

� （5）ア（ウ）
　A　等速直線運動

［2］ ・水平面を進む台車の運動を，
記録タイマーを用いて調べ，
記録テープを処理する方法を
理解させる。
・実験結果から時間と速さ，時
間と距離の関係のグラフを作
成し，力がはたらかない運動
では物体は等速直線運動をす
ることを見いださせる。
・物体にはたらく力がつり合っ
ているとき，等速直線運動に
なることを理解させる。

【実験4】　水平面を進む台
車の運動を調べる

　B　慣性 ・摩擦力や空気の抵抗が0にな
るなど，外から力がはたらか
ないとき，物体は静止し続け
るか等速直線運動をすること
を理解させるとともに，これ
を慣性の法則といい，物体が
もつこのような性質を慣性と
いうことを理解させる。

【やってみよう】　慣性を実
感してみよう

4　�力をおよぼし合う
運動

� （5）ア（ウ）

［1］ ・物体を押したときの動きの観
察から，物体に力をはたらか
せると，2つの物体がたがい
に力をおよぼし合うことを理
解させる。
・2つの物体がたがいにおよぼ
し合う力を作用・反作用とい
い，作用と反作用は同じ大き
さで向きが反対，一直線上で
はたらくことを理解させる。

【やってみよう】　水ロケッ
トを飛ばしてみよう

３
章　
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
15
）

1　仕事
� （5）イ（ア）
　A　仕事

［5］ ・理科では，物体に力を加えて
動かしたときに仕事をしたと
いうこと，仕事は力の大きさ
と力の方向に動いた距離の積
であること，仕事の単位はジ
ュール（J）であることを理
解させる。

　B　仕事の原理 ・物体を直接持ち上げたり，動
滑車を使って物体を持ち上げ
たりする実験を行い，道具を
使っても仕事の大きさは変わ
らないことを見いださせると
ともに，このことを仕事の原
理とよぶことを理解させる。

【実験5】　動滑車を使った
ときの仕事の大きさを調べ
る

　C　仕事率 ・同じ仕事に対して，仕事にか
かる時間を比べさせ，1秒間
あたりに行える仕事の大きさ
を仕事率ということを理解さ
せるとともに，計算方法や単
位がワット（W）であること
を理解させる。

【やってみよう】　手回し発
電機を回す速さを変えて，
仕事率を計算してみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

６
月
（
16
）

３
章　
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
15
）

2　エネルギー
� （5）イ（ア）
　A　位置エネルギー

［2］ ・物体がほかの物体に対して仕
事をすることを考えさせ，仕
事をする能力をエネルギーと
いうことを理解させる。
・高いところにある物体がする
仕事について調べ，高いとこ
ろにある物体は位置エネルギ
ーをもつこと，物体の位置が
高いほど，質量が大きいほど
位置エネルギーが大きいこと
を理解させる。

【やってみよう】　位置エネ
ルギーの大きさと高さや質
量の関係を調べてみよう

　B　運動エネルギー ・動いている物体には仕事をす
る能力があることから，運動
エネルギーをもつことを理解
させる。
・金属球を物体に衝突させる実
験を行い，物体の運動エネル
ギーは金属球の速さや質量に
関係することを見いださせ
る。

【実験6】　運動エネルギー
の大きさと速さや質量の関
係を調べる

3　�力学的エネルギー
の保存

� （5）イ（イ）

［2］ ・斜面を下る運動や振り子の運
動で，位置エネルギーや運動
エネルギーの大きさの変化を
考えさせ，たがいに移り変わ
っていることを理解させる。
・位置エネルギーと運動エネル
ギーの和を力学的エネルギー
といい，摩擦や空気の抵抗な
どがなければ力学的エネルギ
ーが一定に保たれることを理
解させる。

【やってみよう】　物体の運
動をエネルギーの移り変わ
りで考えてみよう

4　�エネルギーとその
移り変わり

� （7）ア（ア）
　A　�いろいろなエネ

ルギー

［3］ ・仕事をすることができるとい
う視点から，エネルギーには
力学的エネルギーのほかに，
電気エネルギーや熱エネルギ
ー，光エネルギーなどさまざ
まな種類があることを理解さ
せる。

　B　�エネルギーの移
り変わり

・エネルギーが移り変わる実験
を行い，ある種類のエネルギ
ーがどんな種類のエネルギー
に移り変わったかを見いださ
せる。

【実験7】　エネルギーの移
り変わりを調べる
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

６
月
（
16
）

３
章　
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
15
）

5　�エネルギーの保存
と利用の効率

� （7）ア（ア）

［2］ ・一般的に，エネルギーがさま
ざまな種類のエネルギーに移
り変わること，その際にエネ
ルギーの総量は保存されるこ
とを理解させる。
・エネルギーの移り変わりで
は，目的であるエネルギー以
外のエネルギーにも移り変わ
ることや，同じようなはたら
きをする器具でもエネルギー
変換効率が異なることを理解
させるとともに，効率よくエ
ネルギーを利用する方法を考
えさせる。

【やってみよう】　照明の明
るさと温度や消費電力のち
がいを調べてみよう

6　�熱エネルギーの効
率的な利用

� （7）ア（ア）

［1］ ・熱の伝わり方には，伝導と対
流，放射があること，エネル
ギーの移り変わりではエネル
ギーの一部が熱エネルギーに
なるためにすべてのエネルギ
ーを利用することができない
ことを理解させ，効率よい利
用のしかたを考えさせる。

【やってみよう】　逃げる熱
を減らす工夫を調べてみよ
う

終
章
（
２
）

ジェットコースター
� （5）イ（イ）

［2］ ・位置エネルギーや運動エネル
ギーの移り変わり，力学的エ
ネルギーの保存について，知
識を確認させる。
・レール上で球を転がし，運動
のようすを調べさせる。
・レールから飛び出した球の運
動について，力学的エネルギ
ーの保存をもとに考え，説明
させる。

【やってみよう】　球の運動
のようすを調べよう
【やってみよう】　ループコ
ースターをつくってみよう

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］
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単元２　生命のつながり（18〜19時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

１
学
期
→　
　
　
　
　
６
月
（
16
）

１
章　
生
物
の
成
長
と
ふ
え
方
（
10
）

1　生物の成長と細胞
� （5）ア（ア）

［4］ ・1，2年で細胞を観察したこ
とを思い出させるとともに，
染色したソラマメの根ののび
方から，部分による成長のし
かたのちがいに気づかせ，観
察の目的を明確にとらえさせ
る。
・タマネギの根の細胞分裂を観
察し，細胞の大きさや核の変
化のようすを確認させる。
・細胞分裂の過程は規則的であ
ることを，観察のスケッチや
模式図等を用いて理解させ
る。
・細胞が分裂することと，分裂
した細胞が大きくなることに
より，生物の体は成長するこ
とを理解させる。

【やってみよう】　タマネギ
の根の成長を観察してみよ
う
【観察1】　細胞分裂のとき
に核に起こる変化を観察す
る
【もっと】　先端から遠く離
れた細胞についても調べよ
う
【やってみよう】　細胞分裂
のようすを考えながら順番
に並べてみよう

７
月
（
８
）

2　�生物の子孫の残し
方

� （5）ア（イ）
　A　無性生殖

［6］ ・無性生殖では，体細胞分裂に
よって新しい個体がつくられ
ることを理解させる。
・いろいろな生物のふえるよう
すを示すことで，生物のふえ
方には無性生殖と有性生殖が
あることに関心をもたせる。

【やってみよう】　セイロン
ベンケイを育てて観察して
みよう

　B　有性生殖 ・花粉管がのびるようすを顕微
鏡で観察させ，一定時間ごと
の変化のようすを記録させ
る。
・花粉管がのび，胚珠まで達す
ることにより，卵細胞の核と
精細胞の核が合体し受精が行
われることを，写真や模式図
を用いて理解させる。
・動物の有性生殖の特徴を写真
や映像を用いて見いださせ，
そのしくみを理解させる。

【観察2】　柱頭についた花
粉がどうなっていくか調べ
る
【やってみよう】　バフンウ
ニの発生を観察してみよう

　C　�無性生殖と有性
生殖

・有性生殖では，生殖細胞がつ
くられるときに体細胞分裂と
は異なる減数分裂が行われ，
子は両親の染色体をそれぞれ
半分ずつ引きつぐことを理解
させる。
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

７
月
（
８
）

２
章
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
（
５
）

1　遺伝の規則性
� （5）イ（ア）
　A　遺伝

［3］ ・親のもつ特徴が子に伝わる遺
伝という現象に気づかせ，ど
のようにして親の形質が子に
伝わるのかという課題意識を
もたせる。
・染色体にある遺伝子によって
親のもつ形質が子に伝えら
れ，遺伝子のはたらきによっ
てさまざまな形質が現れるこ
とを理解させる。

【やってみよう】　マツバボ
タンの孫の代の赤い花と白
い花の株の比を調べてみよ
う

　B　�メンデルが行っ
た実験

・遺伝には一定の規則性が見ら
れること，減数分裂のしくみ
からその規則性が説明できる
ことを理解させる。
・優性の形質・劣性の形質や分
離の法則を理解させる。

【実習1】　孫の代への形質
の伝わり方を考える

2　遺伝子
� （5）イ（ア）

［2］ ・遺伝子の本体がDNAという
物質であることを理解させ
る。
・DNAはわずかな確率ではあ
るが変化して，それによって
子に伝えられる形質も変わる
ことがあることも理解させる。

９
月
（
12
）

終
章
（
２
）

遺伝子を扱う技術につ
いて調べよう
� （5）イ（ア）

［2］ ・遺伝子やDNAを扱う技術が
生活に利用されていることを
調べてまとめさせる。

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］

単元３　自然界のつながり（10〜11時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

２
学
期
→　
　
　
　
９
月
（
12
）

１
章　
生
物
ど
う
し
の
つ
な
が
り
（
５
）

1　�生物の食べる・食
べられる関係

� （7）ア（ア）
　A　�陸の上と水の中

の食物連鎖

［2］ ・小学校の既習事項を振り返る
とともに，植物と動物は，生
産者と消費者としてのかかわ
りがあることを理解させる。
・食物連鎖にかかわる動植物
は，生物の数量がピラミッド
型になることを理解させる。

【やってみよう】　食べる・
食べられる関係を矢印で表
してみよう
【やってみよう】　小形の魚
が何を食べているのか調べ
てみよう

　B　�土の中の食物連
鎖

・土の中の小動物によって，落
ち葉や動物の死がいが食べら
れることを理解させる。

【やってみよう】　土の中の
小動物を観察してみよう

　C　食物網 ・食物連鎖の関係は複雑な食物
網とよばれる状態になってい
ることを理解させる。
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

10
月
（
16
）

2　�生物どうしのつり
合い

� （7）ア（ア）

［3］ ・生物の間の数量関係は，通常
ピラミッドの形に保たれてい
ることを理解させる。

２
章　

�

自
然
界
を
循
環
す
る
物

質
（
２
）

1　微生物のはたらき
� （7）ア（ア）

［1］ ・土の中の微生物によって，有
機物は無機物にまで分解され
ることなどを知らせ，分解者
のはたらきを理解させる。

【実験1】　土の中の微生物
がどのようなはたらきをす
るか調べる
【もっと】　池の水でも調べ
よう

2　物質の循環
� （7）ア（ア）

［1］ ・生産者，消費者，分解者のは
たらきを通して，炭素，酸素
などが生物の体と自然環境の
間を循環していることを理解
させる。

【やってみよう】　酸素や炭
素の循環について矢印を入
れてみよう

終
章
（
２
）

自然界のつり合いを考
えよう
� （7）ア（ア）

［2］ ・生物の数量の変動のデータか
ら，生態系への影響について
考え，人間の生活が生態系に
影響を与えることを認識させる。

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］

単元４　化学変化とイオン（25〜26時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

２
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
（
16
）

１
章　
水
溶
液
と
イ
オ
ン
（
10
）

1　�電流が流れる水溶
液

� （6）ア（ア）
　A　�電解質と非電解

質

［7］ ・電流が流れる物質について復
習させる。
・実験結果から，電流を流すも
のと流さないものがあること
を確認させる。
・身のまわりの液体（飲み物な
ど）について導電性を調べ，
学習させた内容の深化に努め
る。
・電解質と非電解質の性質のち
がいに気づかせる。

【実験1】　いろいろな水溶
液に電流が流れるかどうか
調べる
【もっと】　電子オルゴール
を使い，身のまわりの液体
も調べてみよう

　B　塩酸の電気分解 ・電解質の水溶液中ではどんな
変化が起こるのかを予想さ
せ，イメージをつくらせる。
・電気分解装置のしくみを理解
させ，「やってみよう」を実
践させる。
・両極から発生する気体を実験
で確認し，物質名を確認させ
る。
・一定量の電圧をかけないと電
気分解が起こらないこと，電
圧が大きいほど電気分解は激
しいことに気づかせる。

【やってみよう】　塩酸を電
気分解してみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

10
月
（
16
）

１
章　
水
溶
液
と
イ
オ
ン
（
10
）

　C　�塩化銅水溶液の
電気分解

・塩化銅水溶液に電圧を加え，
水溶液の変化を調べる実験を
行い，陽極に発生した気体に
漂白作用があることから，塩
素が発生したことに気づかせ
る。また，陰極の炭素棒に付
着した赤い物質について，金
属の特徴である金属光沢を調
べることで，銅が析出したこ
とに気づかせる。
・塩化銅水溶液は銅と塩素に電
気分解されるということに気
づかせる。

【実験2】　塩化銅水溶液を
電気分解したときの変化を
調べる

　D　�電解質水溶液に
電流が流れるし
くみ

・金属や炭素は電流を流しても
化学変化しないこと，電解質
水溶液を電気分解すると別の
物質ができることを確認させ
る。
・電解質の水溶液では，金属や
炭素とちがうしくみで電流が
流れることを理解させる。
・塩化ナトリウムの結晶は＋電
荷を帯びたナトリウム粒子と
−電荷を帯びた塩素粒子から
なることを理解させる。
・電気を帯びた粒子のことをイ
オンということ，イオンには
陽イオン，陰イオンの2種類
があることを理解させる。
・電解質は水に溶けるとき，電
離することを理解させる。
・塩化水素も塩化ナトリウム同
様に電離することをイメージ
させる。
・ショ糖やエタノールは水中で
電離しないことを理解させ，
その結果電流が流れないこと
を推測できるように促す。
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

10
月
（
16
）

１
章
水
溶
液
と
イ
オ
ン
（
10
）

2　原子とイオン
� （6）ア（イ）
　A　原子の構造

［3］ ・物質を構成する原子がさまざ
まな粒子からなることを理解
させる。
・原子の中心には＋電荷を帯び
た原子核があり，そのまわり
を−電荷を帯びた電子がいく
つか回っていることを理解さ
せる。
・原子核には，＋電荷の陽子と
電荷をもたない中性子がある
ことを理解させる。
・陽子の数と電子の数は等しい
ことを理解させる。
・原子の種類は原子核に含まれ
る陽子の数で決定されること
を理解させる。
・陽子と電子がもつ電気量は同
じなので，原子全体では電荷
を帯びないことを推測させ
る。
・電子の質量は陽子や中性子に
比べてとても小さく，そのた
め原子の質量は原子核の質量
とほぼ同値であることを認識
させる。

【やってみよう】　周期表を
使って調べてみよう

11
月
（
16
）

　B　イオンのでき方 ・原子が電子を放出したり受け
とったりすることにより，イ
オンが形成されることを理解
させる。
・電子を放出することで陽イオ
ンに，電子を受けとることで
陰イオンになることを理解さ
せる。
・電子の授受は1個と限らず，
原子によって2，3個授受す
るものが存在することを理解
させる。

　C　イオンの表し方 ・原子記号を用いたイオン式を
活用し，さまざまなイオンを
表せるようにする。
・おもなイオン式を覚えること
で電解質の電離などを表せる
ことを理解させる。
・イオン式の電荷の合計が±0
になるようにイオン式の数を
揃え，電解質の電離のようす
をイオン式で表す方法を身に
つけさせる。

【やってみよう】　イオン式
で考えてみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

11
月
（
16
）

２
章　
化
学
変
化
と
電
池
（
５
）

1　電池とイオン
� （6）ア（ウ）
　A　電池の発見

［3］ ・身のまわりで電池が使われて
いるところを探させ，電池と
その歴史に興味・関心をもた
せる。
・電解質水溶液と2種類の金属
などを用いて電池をつくる実
験を行い，電極に接続した外
部の回路に電流が流れるとと
もに電極が溶け出すことに気
づかせる。

【実験3】　金属の組み合わ
せを変えて電流がとり出せ
るか調べる
【もっと】　しばらく電流を
流し続けるとどうなるだろ
うか

　B　電極の化学変化 ・電池では物質がもっている化
学エネルギーが化学変化によ
って電気エネルギーへ変換さ
れていることを理解させる。
・電池の電極での電子の授受を
イオンのモデルで表し，電極
で生じた電子が外部の回路に
電流として流れることを理解
させる。

【演示（図16）】　電池の電
極で起こる変化を調べる実
験
【やってみよう】　いろいろ
な電池をつくってみよう
【演示（図18）】　電池のし
くみを考える実験

2　いろいろな電池
� （6）ア（ウ）

［2］ ・身のまわりにはいろいろな電
池があることを理解させる。
・燃料が酸化される化学変化に
よって電気エネルギーをとり
出すしくみを燃料電池とよぶ
ことを理解させる。

【やってみよう】　水素と酸
素から電気エネルギーをと
り出してみよう

３
章　
酸
・
ア
ル
カ
リ
と
イ
オ
ン
（
７
）

1　酸・アルカリ
� （6）イ（ア）
　A　�酸性とアルカリ

性

［5］ ・酸とアルカリの水溶液の特性
を調べる実験を行い，酸性の
水溶液とアルカリ性の水溶液
それぞれに共通する性質に気
づかせる。

【実験4】　酸性の水溶液と
アルカリ性の水溶液の性質
を調べる
【もっと】　ムラサキキャベ
ツ液で調べよう

　B　�酸性・アルカリ
性とイオン

・電気泳動の実験を行い，試験
紙の色の変化を観察すること
により，酸やアルカリの性質
とイオンとの関係に気づかせ
る。
・電気泳動の実験結果から，結
果を分析して解釈し，酸とア
ルカリの特性をイオンのモデ
ルと関連づけて理解させる。
・酸とアルカリのそれぞれの特
性が水素イオンと水酸化物イ
オンによることを理解させ
る。

【実験5】　酸性・アルカリ
性を示すものの正体を調べ
る
【もっと】　BTB液などを
使って調べよう

　C　�酸性・アルカリ
性の強さ―pH

・酸性やアルカリ性の強さを表
す指標としてpHを使用する
ことを理解させる。

【やってみよう】　pHを測
定してみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

11
月
（
16
）

３
章　

�

酸
・
ア
ル
カ
リ

と
イ
オ
ン
（
７
）

2　中和と塩
� （6）イ（イ）

［2］ ・中和反応の実験を行い，酸と
アルカリを混ぜると水と塩が
生成することをイオンのモデ
ルと関連づけて理解させる。

【基本操作】　こまごめピペ
ットの使い方
【実験6】　酸とアルカリの
水溶液を混ぜた液の性質を
調べる
【やってみよう】　温度変化
から中和のようすを確かめ
てみよう

終
章
（
２
）

中和をイオンで考える
� （6）ア（ア）イ（ア）

［2］ ・硫酸と水酸化バリウム水溶液
の中和の実験を行い，電流の
流れ方の変化から，中和で起
こっている反応をイオンで考
えさせる。
・実験の結果を分析し，自分の
考えをまとめさせ，ほかの人
に説明できるようにする。

【演示（図1）】　中和のよ
うすを電流計を使って確か
める実験

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］
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○天体観測を続けてみよう　継続観測（2時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

１
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
（
12
）

継
続
観
測
（
２
）

天体観測を続けてみよ
う
� （6）ア（ア）（イ）
� （6）イ（ア）（イ）（ウ）

［2］ ・観察1から観察7までの目的
と内容を理解させ，いつ実施
したらよいか計画を立て，年
間指導計画の中に計画的に位
置づけ，それぞれの観察はそ
の時期の休み時間や放課後，
夜間などを使って行わせる。
・それぞれの観察のしかたにつ
いて理解させる。
・観察1　p.217を参考に，南に
開けた観察場所を選定し，方
位磁針を使って景色とともに
しし座などのおもな星座の位
置を記録させる。
・観察2　p.218を参考に，南に
開けた観察場所を選定し，さ
そり座（オリオン座）を探さ
せ，景色とともにその位置や
形，方位を記録させる。
・観察3　毎月同じ日の日の
出，日の入りの時刻，そこか
ら導かれる昼の長さを新聞の
暦欄やインターネットの資料
などを参考に記録させる。
・観察4　p.205を参考に，透明
半球を使って太陽の1日の動
きの記録をとらせる。
・観察5　p.225を参考に，西か
ら南に開けた観察場所を選定
し，日没時の月の位置と形を
2週間にわたって記録させる。
・観察6　p.230を参考に，西に
開けた観察場所を選定し，宵
の明星（金星）が同じ時刻に
見える位置を景色とともに記
録し，その動きを追わせる。
あわせて天体望遠鏡を使って
形と大きさの変化を記録させ
る。
・観察7　p.242を参考に，空が
広く観察できる場所を選定
し，おもな流星群の出現時期
に，出現数の観測，写真撮影
等を個人またはグループで行
わせる。

【継続観測】　観察1～ 7
【観察1】　夏，南の空に見
える星座の変化
【観察2】　さそり座やオリ
オン座の見える位置の変化
【観察3】　日の出，日の入
りの時刻と，昼間の長さの
変化
【観察4】　透明半球を使っ
た太陽の1日の動きと季節
による変化
【観察5】　月の見える位置
と形の変化
【観察6】　金星の見える位
置と形の変化
【観察7】　流星群の観測
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単元５　地球と宇宙（25〜26時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

２
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
（
12
）

継続観測は学年のはじめに年間指導計画に位置づけ，適切な時期に行う。

１
章　
天
体
の
１
日
の
動
き
（
６
）

1　太陽の動き
� （6）ア（ア）

［2］ ・太陽系・銀河・銀河団など宇
宙の姿や大きさについて興
味・関心を喚起させる。
・日の出，日の入りの方角，太
陽の南中高度や南中時刻の観
察結果から，太陽の1日の動
きの規則性を見いださせる。
・太陽の見かけの動きから，地
球上の方位や時刻の決め方を
理解させる。

【観察1】　透明半球に太陽
の1日の動きを記録し，特
徴を調べる
【もっと】　地球儀を使って
太陽の動きを見てみよう

2　星の動き
� （6）ア（ア）

［2］ ・夜空の星は1日の中で，どの
ように動くのか話し合わせ
る。星全体が東から西へ，北
極星を中心にして動いている
ことを理解させる。

【やってみよう】　夜空に見
える星の動きを調べてみよ
う
【基本操作】　双眼鏡の使い
方

3　天体の動き
� （6）ア（ア）

［2］ ・星の日周運動が天球の回転で
説明できることを確認させ
る。
・太陽や星の日周運動が地球の
自転によって起こる見かけの
動きであることを理解させ
る。

【やってみよう】　天球儀を
使ってみよう
【演示（図12）】　実際の動
きと見かけの動きの体験

２
章　
天
体
の
１
年
の
動
き
（
５
）

1　四季の星座
� （6）ア（イ）

［3］ ・季節によって夜空に見える星
座がちがうのはどうしてかを
話し合わせる。
・地球が太陽の周りを公転して
いることから，その背景とし
て見える星座が季節とともに
移り変わっていることを見い
ださせる。
・星の年周運動は地球の公転に
よって起こる見かけの動きで
あることを理解させる。

【実習1】　地球の公転と季
節によって見える星座の関
係を調べる

2　季節の変化
� （6）ア（イ）

［2］ ・太陽の南中高度や昼夜の長さ
の年変化は，地軸が傾いてい
るために起こることを理解さ
せる。
・太陽の南中高度や昼夜の長さ
が季節によってちがうため，
気温が変化することを理解さ
せる。
・太陽から放出された光や熱が
地球に影響を及ぼしているこ
とに気づかせる。

【実験1】　太陽光のあたる
角度と温度変化のちがいを
調べる
【もっと】　太陽放射測定器
で水の温度変化をはかって
みよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

12
月
（
12
）

３
章　
月
と
惑
星
の
運
動
（
５
）

1　月の運動と見え方
� （6）イ（イ）
　A　�月の形と位置の

変化

［3］ ・月が太陽の光を受けて光って
いることを理解させる。
・月の見える位置や満ち欠けの
規則性を見いださせ，月の公
転による月・地球・太陽の位
置関係の変化が原因であるこ
とを理解させる。

【観察2】　日没直後の月の
位置と形を観察する
【もっと】　天体望遠鏡で拡
大した画像をデジタルカメ
ラで撮影しよう

　B　日食・月食 ・日食・月食は，太陽・月・地
球が一直線上に並ぶときに起
こる現象であることを理解さ
せる。

2　惑星の見え方
� （6）イ（ウ）

［2］ ・恒星や惑星の特徴を理解させ
る。
・地球と金星の位置の関係か
ら，金星の見える位置や時
刻，形の変化について理解さ
せる。

【やってみよう】　金星の見
え方を調べよう

３
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
（
12
）

４
章　
太
陽
系
と
銀
河
系
（
６
）

1　太陽のすがた
� （6）イ（ア）

［2］ ・太陽の活動のようすから地球
への影響を考えさせる。
・観察から太陽の形状や表面の
ようすに気づかせる。
・太陽黒点の動きから，太陽の
自転を理解させる。

【観察3】　太陽の表面には
どのような特徴があるか調
べる

2　太陽系のすがた
� （6）イ（ウ）
　A　太陽系の広がり

［3］ ・太陽系の広がりや惑星の位置
関係を理解させる。

【やってみよう】　縮尺モデ
ルで惑星の大きさと位置を
確かめてみよう

　B　惑星や衛星 ・太陽系の惑星，衛星，その他
の天体の特徴について理解さ
せる。

3　�銀河系と宇宙の広
がり

� （6）イ（ウ）

［1］ ・恒星の性質や銀河系の構造，
さらに多くの銀河が集団をつ
くる宇宙の広がりについて理
解させる。

【演示（図43）】　すばるの
観察

終
章
（
２
）

太陽の位置から方角を
知る
� （6）ア（ア）

［2］ ・アナログ時計と太陽の位置か
ら南の方角を知ることができ
ることを理解させる。
・これまでに学んだ太陽の1日
の動きから，この原理を説明
できることを理解させる。

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］
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単元６　地球の明るい未来のために（19〜21時間）

時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

３
学
期
→　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
（
16
）

１
章　
自
然
環
境
と
人
間
の
か
か
わ
り
（
５
）

1　自然環境の保全
� （7）ア（イ）

［2］ ・学校周辺の自然環境や生徒の
実態を踏まえて，自然環境の
変化に目を向けさせる。

　A　�身近な自然環境
の調査

・次のいずれかの方法で調査に
ついて学習させる。
▶実際に調査を行わせる。
▶中学校で今までに行った調
査記録をもとに，既習の知
識を活かして，新たな考察
を加えさせる。
▶調査例1～ 3をもとに，紙
面で調査を疑似体験させ
る。

・いずれの場合でも，レポート
の書き方について学習させ
る。

【調査例1】　川や湖の汚れ
の程度を調べよう
【調査例2】　野鳥を観察し
よう
【調査例3】　地球温暖化に
ついて考えよう

　B　�自然界のつり合
いと人間の活動

・身近な自然環境の調査から，
人間の生活と自然環境のかか
わりについて考えさせ，自然
環境保全の必要性を理解させ
る。

2　�自然環境がもたら
す災害

� （7）イ（ア）
　A　�気象がもたらす

災害
　

［2］ ・自然の災害について，事例を
挙げて考えを深める。その
際，地球規模での地殻の変動
を扱ったり，人類の長い歴史
の中での自然とのかかわりに
ついても考えられるようにす
る。

【やってみよう】　気象災害
について調べてみよう

　B　�地震や火山噴火
がもたらす災害

・時間的にも空間的にも大きな
スケールで既習事項を振り返
り，それらを総合して災害を
科学的に見たり考えたりでき
るようにする。
・わたしたちの地域で最近起こ
った災害の記録をもとにその
しくみを理解させる。
・さらに，他の地域や未来にも
目を向け，見方や考え方が広
がるようにする。

3　自然のめぐみ
� （7）イ（ア）

［1］ ・自然の恵みについて，自然に
対する畏敬の念をもち，自然
を守りながら，自然の恵みを
生かしてくらしやすい環境を
維持していくことを考えさせ
る。

【やってみよう】　地球の歴
史を調べてみよう
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

２
月
（
16
）

２
章　
く
ら
し
を
支
え
る
科
学
技
術
（
３
）

1　�衣食住と科学技術
� （7）イ（ア）

［1］ ・衣服の素材が動植物の天然素
材から合成繊維に変わってき
たことをはじめ，住居の材料
や食物，医薬品の変遷を知ら
せ，科学技術の発展が人間の
生活を豊かで便利にしてきた
ことを認識させる。

【やってみよう】　災害に強
い建築物の工夫を調べてみ
よう

2　�輸送・通信と科学
技術

� （7）イ（ア）
　A　�人やものを運ぶ

科学技術

［2］ ・移動や輸送の手段が，人力や
馬車などから蒸気機関の発明
をきっかけとして発展し，大
きく変化してきたことを知ら
せる。

　B　�情報を伝える科
学技術

・情報・通信の方法の移り変わ
りや，コンピュータの発達で
変化してきたこと，現代社会
のさまざまな活動やくらしを
支えていることを知らせる。

３
章　
た
い
せ
つ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
６
）

1　�わたしたちのくら
しとエネルギー

� （7）ア（イ）

［1］ ・日本における1人あたりのエ
ネルギー消費量や学校・オフ
ィス，産業で使うエネルギー
の量を知らせる。
・エネルギー変換におけるロス
も含めて，日本で1人あたり
が使用するエネルギー消費率
を知らせるとともに，家庭な
どで消費するエネルギーの量
を調べさせる。

【やってみよう】　家や学校
で使っているエネルギーの
総量を計算してみよう

３
月
（
８
）

2　�電気エネルギーの
つくり方

� （7）ア（イ）

［2］ ・発電方法には火力，水力，原
子力があり，発電機のタービ
ンを回転させることで，電気
エネルギーをつくっているこ
とを知らせる。
・火力発電や水力発電は，太陽
からのエネルギーを利用して
いるといえることを理解させ
る。

3　�エネルギー利用の
課題

� （7）ア（イ）
　A　�化石燃料の利用

と課題

［1］ ・化石燃料の利用では，二酸化
硫黄や窒素酸化物などの有害
物質ができたり，地球温暖化
の原因と考えられている二酸
化炭素が発生したりすること
を知らせ，利用上の課題を考
えさせる。

【やってみよう】　化石燃料
の利用と課題について調べ
てみよう

　B　�原子力の利用と
課題

・原子力の利用では，わずかな
燃料で大きなエネルギーを得
られる反面，放射性物質から
出る放射線を管理する必要が
あることを理解させる。
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時期 章 項目 時数 指導内容 観察・実験等

３
月
（
８
）

３
章　
た
い
せ
つ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
６
）

4　放射線
（7）ア（イ）

［1］ ・放射線が発見された歴史，放
射線の種類や性質，いくつか
の単位があること，人工放射
線と自然からの放射線がある
ことを知らせる。
・放射線は医療や検査などに利
用されていること，大量に被
ばくすると生物には危険であ
ることを知らせる。

【やってみよう】　放射線を
観察してみよう

5　�再生可能エネルギ
ー

（7）ア（イ）

［1］ ・水力発電や風力発電，太陽電
池などは，再生可能なエネル
ギーとして，太陽エネルギー
を利用していることを知ら
せ，再生可能なエネルギーの
利点と開発について調べさせ
る。

【やってみよう】　再生可能
エネルギーを調べてみよう

終
章
（
４
）

これからのくらしを考
えよう

（7）ウ（ア）

［4］ ・わたしたちの生活が科学技術
の発展によって支えられてい
る一方で，科学技術の発展に
よって環境問題などが引き起
こされてきたことを知らせ
る。
・持続可能な社会にしていくた
めに，環境や科学技術などか
ら具体的なテーマをとり上げ
て，課題解決の方法を考え，
発表させる。
・自然環境の保全と科学技術の
利用においてはひとりひとり
が科学的な知識をもち，正し
く判断することが重要である
ことを認識させる。

（
１
）

まとめ・単元末問題 ［1］
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